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1. 平成22年３月期第３四半期の連結業績（平成21年４月１日～平成21年12月31日）

 (1) 連結経営成績(累計)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年３月期第３四半期 283,923 ― 70,070 ― 55,459 ― 32,113 ―

21年３月期第３四半期 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円  銭 円  銭

22年３月期第３四半期 55. 27 ─ ─
21年３月期第３四半期 ─ ─ ─ ─  

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円  銭

22年３月期第３四半期 1,251,168 328,626 26.3 565. 62

21年３月期 1,266,462 304,624 24.1 524. 31

(参考) 自己資本 22年３月期第３四半期 328,626百万円 21年３月期 304,624百万円

2. 配当の状況

１株当たり配当金

(基準日) 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円  銭 円  銭 円  銭 円  銭 円  銭

21年３月期 ─ 0.00 ─ 14. 00 14. 00

22年３月期 ─ 0.00 ─
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  [(注) 詳細は、６ページ【定性的情報・財務諸表等】 3. その他をご覧ください。] 
  
  
(4) 発行済株式数（普通株式） 
 ① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 

 
 ② 期末自己株式数 

 
 ③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 

 
  

  当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号 平成21年６月26日公
表分）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号 平成21年３
月27日公表分）を適用しています。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成
しています。 

  
  
  

3. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

  [(注) 詳細は、６ページ【定性的情報・財務諸表等】 3. その他をご覧ください。]

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成
のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの）

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 無

22年３月期第３四半期 581,000,000株 21年３月期 581,000,000株

22年３月期第３四半期 ─株 21年３月期 ─株

22年３月期第３四半期 581,000,000株 21年３月期第３四半期 581,000,000株

※ その他特記事項
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当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、海外経済の改善などにより、景気の持ち直し傾向が

続いているものの、物価は緩やかなデフレ傾向にあり、失業率も過去最高水準にあるなど、依然厳しい状

況で推移しました。このような状況の下、当社グループは様々な営業施策を展開するとともに、経営の一

層の効率化に努めてきました。 

この結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、営業収益が2,839億２千３百万円、営業利益が700億７

千万円、経常利益が554億５千９百万円となりました。 

また、これに特別利益13億３千２百万円、特別損失19億５千６百万円及び法人税等を加減した結果、四

半期純利益は321億１千３百万円となりました。 

  

事業の種類別セグメントの業績は、以下のとおりです。 

[運輸業] 

運輸業においては、安全・安定輸送の向上を目指して設備の整備を進めるとともに、お客様のニーズを

捉えたサービス及び利便性の向上に取り組みました。 

安全面では、火災対策として、駅構内の避難誘導設備、排煙設備、二段落としシャッター及び消火設備

等の整備に取り組みました。さらに、駅構内におけるテロ、犯罪等の抑止を目的としたセキュリティカメ

ラの設置を進めました。 

輸送面では、混雑緩和及びお客様の利便性向上を図るため、ダイヤ改正を実施しました。日比谷線で

は、朝・夜間時間帯に東武伊勢崎線との直通列車を増発しました。半蔵門線では、東急田園都市線、東武

伊勢崎線及び東武日光線との直通列車を増発するとともに、半蔵門駅及び清澄白河駅行き列車の一部を押

上駅まで延長しました。南北線では、車両を２編成増備し、朝ラッシュ時間帯の輸送力を増強するととも

に、朝・夜間時間帯に埼玉高速鉄道線との直通列車を増発しました。銀座線では、平日の夜間から深夜時

間帯に増発を行うとともに、運転間隔を均等化しました。また、丸ノ内線では、主に平日の池袋発新宿駅

行き列車を一部延長運転して、新宿～中野坂上・荻窪駅間の増発を行い、混雑緩和と利便性の向上を図り

ました。 

サービス面では、お客様により快適にご利用いただくため、丸ノ内線中野富士見町駅等６駅で駅冷房を

開始するとともに、丸ノ内線新宿御苑前駅において、地上行きエレベーターを併設した改札口・出入口を

新設しました。また、オフピーク通勤を推進するため、ＩＣ定期券を利用して、東西線門前仲町～原木中

山駅間において「東西線早起きキャンペーン」を展開しました。 

営業面では、企画乗車券として、東京空港交通㈱との「リムジン＆メトロパス」の新商品（成田空港路

線のリムジンバス片道乗車券２枚と東京メトロ２日券がセットになったもの）の追加発売を開始し、従来

から発売しているメトロパスシリーズとあわせてラインナップの充実を図りました。また、沿線ウォーキ

ング、車両基地イベント、ＩＣケータイラリーイベント、駅コンサート、スタンプラリー、フリーマーケ

ット等の各種イベントを開催したほか、当社及び当社沿線のＰＲを行い、お客様の誘致に努めました。 

当第３四半期連結累計期間の業績は、旅客運輸収入は2,223億１千万円、営業収益は2,509億９千３百万

円、うち、外部顧客に対する営業収益は2,369億２千８百万円となり、営業利益は646億９千５百万円とな

りました。 

【定性的情報・財務諸表等】

1. 連結経営成績に関する定性的情報

東京地下鉄株式会社　平成22年３月期第３四半期決算情報

－ 3 －



[その他事業] 

その他事業においては、より一層の収益拡大を図るため、グループ各社間の連携を図りながら各種施策

を実施しました。 

不動産賃貸業においては、旧渋谷技術区用地を含む東急文化会館跡周辺地区の共同開発事業「渋谷新文

化街区プロジェクト」を進めており、計画建物の平成24年４月開業に向けて、新築工事を進めています。

商業施設については、平成21年３月に大規模型の「Ｅｃｈｉｋａ(エチカ)」の第２号店として池袋駅構

内にオープンした「Ｅｃｈｉｋａ池袋」において、11月に新ゾーン「ＥＳＰＡＣＥ・ＡＲＴ（エスパス・

アール）」をオープンするとともに、池袋12番街区ビルを「Ｅｓｏｌａ（エソラ）池袋」としてオープン

しました。Ｅｓｏｌａ池袋は、地下１階から地上９階の全40店舗で、池袋初出店のファッションブラン

ド、ライフスタイル雑貨をはじめ、個性豊かなレストラン・カフェ・ソシアルダイニング等が揃った商業

ビルです。単店舗展開としては、10月に日比谷線南千住駅改札前にイートイン併設のベーカリーカフェと

して「ＦＲＯＭＥＮＴ Ｄ’ＯＲ ＢＡＫＥＲＹ ＆ ＣＡＦＥ（フラマンドールベーカリーアンドカフ

ェ）」をオープンしました。また、12月に有楽町線・南北線・東西線飯田橋駅に東京メトロ初出店となる

デイリー性・コンビニエント性に特化したアパレル・服飾雑貨「ユニクロ」と、高田馬場・溜池山王・王

子に続き４店舗目となる女性向けアパレル・服飾雑貨「Ｃｏｃｏ Ｐｒｅｓｓ（ココプレス）」をオープ

ンしました。 

クレジットカード「Ｔｏｋｙｏ Ｍｅｔｒｏ Ｔｏ Ｍｅ ＣＡＲＤ」については、提携サービスを拡

大してカードの商品性を向上させたほか、入会キャンペーンやカード利用促進を目的としたキャンペーン

を実施し、新規会員の獲得やカード利用の向上に努めました。 

広告代理業においては、車内デジタル広告「Ｔｏｋｙｏ Ｍｅｔｒｏ ビジョン」を副都心線と有楽町

線の35編成で販売を行っています。また、平成21年10月から丸ノ内線６駅72面で、ホームデジタル広告

「Ｍ Ｓｔａｔｉｏｎ Ｖｉｓｉｏｎ（丸ノ内線ステーションビジョン）」の運営を開始しました。 

当第３四半期連結累計期間の業績は、営業収益は664億２千７百万円、うち、外部顧客に対する営業収

益は469億９千４百万円となり、営業利益は52億６千６百万円となりました。 

  

当第３四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ152億９千４百万円減の

１兆2,511億６千８百万円、負債合計は392億９千６百万円減の9,225億４千１百万円、純資産合計は240

億１百万円増の3,286億２千６百万円となりました。 

資産の部の減少については、減価償却費が当期設備投資額を上回ったため、固定資産が減少したこと

等によるものです。 

負債の部の減少については、前連結会計年度末に計上した工事代等の未払金の支払いによるもので

す。なお、借入金及び社債の合計残高は前連結会計年度末に比べ52億５百万円減少しました。また、純

資産の部の増加については、四半期純利益の計上によるものです。 

この結果、当第３四半期連結会計期間末における自己資本比率は、26.3％（前連結会計年度末比2.2

ポイント上昇）となりました。 

  

2. 連結財政状態に関する定性的情報

(1) 資産・負債・純資産の状況
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当第３四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年

度末に比べ、12億６千７百万円増加し、当第３四半期連結会計期間末には251億２千３百万円となりま

した。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当第３四半期連結累計期間における営業活動による資金の増加は、729億８千万円となりました。

これは主に、税金等調整前四半期純利益548億３千５百万円や非資金科目である減価償却費550億５千

８百万円を計上した一方で、未払金の支払い等により営業債務が192億５千４百万円減少したこと等

によるものです。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当第３四半期連結累計期間における投資活動による資金の減少は、583億４千２百万円となりまし

た。これは主に、車両更新等有形・無形固定資産の取得による支出が601億２千９百万円あったこと

等によるものです。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

当第３四半期連結累計期間における財務活動による資金の減少は133億７千万円となりました。こ

れは主に、長期借入れによる収入が300億円あった一方で、長期借入金の返済による支出が351億９千

６百万円あったこと、及び配当金の支払額が81億３千４百万円あったこと等によるものです。 

(2) キャッシュ・フローの状況
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該当事項はありません。 

  

①簡便な会計処理 

法人税等並びに繰延税金資産の算定方法 

 法人税等の納付税額の算定に関しては、主として、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なも

のに限定する方法によっています。繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末

以降に経営環境及び一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められる場合には、前連結会計年

度末において使用した将来の業績予測などを利用する方法によっています。 

  

   ②四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

 該当事項はありません。 

  

１．四半期財務諸表に関する会計基準の適用 

当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号 平成21年６月26

日公表分）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号 平

成21年３月27日公表分）を適用しています。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財

務諸表を作成しています。 

  

２．工事契約に関する会計基準の適用 

「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及び「工事契約に関す

る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日）を第１四半期連結会計

期間から適用し、第１四半期連結会計期間に着手した工事契約から、当第３四半期連結会計期間末ま

での進捗部分について成果の確実性が認められる工事については工事進行基準（工事の進捗率の見積

りは原価比例法）を、その他の工事については工事完成基準を適用しています。 

この変更による影響はありません。 

3. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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４.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 25,127 12,859

受取手形及び売掛金 2,018 2,831

未収運賃 16,417 18,386

有価証券 100 11,118

商品 208 205

仕掛品 816 707

貯蔵品 3,624 3,710

繰延税金資産 5,328 7,668

その他 9,471 12,200

貸倒引当金 △56 △71

流動資産合計 63,056 69,617

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 830,263 831,728

機械装置及び運搬具（純額） 125,947 123,570

土地 66,494 66,393

建設仮勘定 27,854 32,179

その他（純額） 6,802 8,861

有形固定資産合計 1,057,361 1,062,733

無形固定資産 89,693 92,655

投資その他の資産   

繰延税金資産 31,597 31,803

その他 9,502 9,698

貸倒引当金 △43 △45

投資その他の資産合計 41,055 41,455

固定資産合計 1,188,111 1,196,844

資産合計 1,251,168 1,266,462
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,576 2,042

1年内返済予定の長期借入金 28,754 47,852

1年内償還予定の社債 25,000 －

未払金 15,967 47,500

未払法人税等 8,493 13,100

前受運賃 14,787 13,776

賞与引当金 4,755 10,137

その他 37,841 31,691

流動負債合計 137,177 166,100

固定負債   

社債 390,000 415,000

長期借入金 303,915 290,022

退職給付引当金 72,212 73,161

役員退職慰労引当金 268 248

投資損失引当金 2,310 2,640

環境安全対策引当金 1,095 1,095

その他 15,562 13,569

固定負債合計 785,364 795,737

負債合計 922,541 961,838

純資産の部   

株主資本   

資本金 58,100 58,100

資本剰余金 62,167 62,167

利益剰余金 208,306 184,327

株主資本合計 328,573 304,594

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 52 30

評価・換算差額等合計 52 30

純資産合計 328,626 304,624

負債純資産合計 1,251,168 1,266,462
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
  至 平成21年12月31日) 

営業収益 283,923

営業費  

運輸業等営業費及び売上原価 187,046

販売費及び一般管理費 26,806

営業費合計 213,852

営業利益 70,070

営業外収益  

受取利息 38

受取配当金 1

受取受託工事事務費 242

物品売却益 194

受取保険金 34

持分法による投資利益 38

その他 446

営業外収益合計 996

営業外費用  

支払利息 14,293

その他 1,314

営業外費用合計 15,608

経常利益 55,459

特別利益  

鉄道施設受贈財産評価額 1,221

その他 111

特別利益合計 1,332

特別損失  

固定資産圧縮損 1,229

固定資産除却損 196

投資有価証券評価損 521

その他 10

特別損失合計 1,956

税金等調整前四半期純利益 54,835

法人税、住民税及び事業税 20,190

法人税等調整額 2,530

法人税等合計 22,721

四半期純利益 32,113

東京地下鉄株式会社　平成22年３月期第３四半期決算情報

－ 9 －



(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
  至 平成21年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 54,835

減価償却費 55,058

貸倒引当金の増減額（△は減少） △17

賞与引当金の増減額（△は減少） △5,382

退職給付引当金の増減額（△は減少） △949

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 20

受取利息及び受取配当金 △39

支払利息 14,293

固定資産売却損益（△は益） △61

固定資産除却損 1,578

投資有価証券評価損益（△は益） 521

持分法による投資損益（△は益） △38

営業債権の増減額（△は増加） 7,141

たな卸資産の増減額（△は増加） △26

営業債務の増減額（△は減少） △19,254

その他 3,611

小計 111,291

利息及び配当金の受取額 44

利息の支払額 △13,522

法人税等の支払額 △24,833

営業活動によるキャッシュ・フロー 72,980

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有価証券の売却及び償還による収入 120

有形及び無形固定資産の取得による支出 △60,129

補助金受入れによる収入 2,038

有形及び無形固定資産の売却による収入 288

投資有価証券の取得による支出 △830

投資有価証券の売却及び償還による収入 49

定期預金の払戻による収入 100

その他 20

投資活動によるキャッシュ・フロー △58,342

財務活動によるキャッシュ・フロー  

長期借入れによる収入 30,000

長期借入金の返済による支出 △35,196

配当金の支払額 △8,134

その他 △39

財務活動によるキャッシュ・フロー △13,370

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,267

現金及び現金同等物の期首残高 23,855

現金及び現金同等物の四半期末残高 25,123
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当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号 平成21年６月26日

公表分）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号 平成21

年３月27日）を適用しています。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成

しています。 

  

該当事項はありません。 

  

  

当第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

  

 
（注）１ 事業区分の方法 

日本標準産業分類をベースに、経営の多角化の実態が具体的かつ適切に開示できるよう、事業を区分して

います。 

２ 各事業区分の主要事業 

運 輸 業・・・鉄道事業 

その他事業・・・物販業、飲食業、不動産賃貸業、広告代理業、鉄道車両整備業、鉄道施設整備業、土木

コンサルタント業、鉄道駅運営管理業、清掃整備業、ＩＴ事業 

  

当第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日）については、本国以外

の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため該当事項はありません。 

  

当第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日）については、海外売上

高がないため該当事項はありません。 

該当事項はありません。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

運輸業 
(百万円)

その他事業
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

営業収益

 (1) 外部顧客に 
   対する営業収益

236,928 46,994 283,923 ― 283,923

 (2) セグメント間の内部 
   営業収益又は振替高

14,064 19,433 33,497 (33,497) ―

計 250,993 66,427 317,420 (33,497) 283,923

営業利益 64,695 5,266 69,961 108 70,070

【所在地別セグメント情報】

【海外売上高】

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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「参考」

鉄  道  運  輸  成  績

当第３四半期

科    目 自 平成21年４月１日

至 平成21年12月31日

百万円

 旅 客 運 輸 収 入

定   期 94,977

定 期 外 127,333

計 222,310

千人

  輸 送 人 員

定   期 980,777

定 期 外 761,312

計 1,742,090

（注）記載数値は、百万円未満、千人未満を切り捨てて表示しています。
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